
168

福
好
昌
治 

著

社
会
主
義

理
論
研
究

阪
上
み
つ
子

『
自
衛
隊
の
ヒ
ト
・
カ
ネ
・
組
織
』

田
中
　

博

元
国
労
稚
内
闘
争
団

10

事
業
体
を
維
持
す
る
諸
困
難 

─
─ 

地
場
産
業
と
食
の
安
全

を
お
び
や
か
す
も
の

木
村
泰
子

長
崎
女
性
史
研
究
会

12

老
々
介
護
の
日
々 

─
─ 
在
宅
介
護
の
現
状

社
会
評
論
　
第
190
号

表
紙
デ
ザ
イ
ン
・
追
川
恵
子　

イ
ラ
ス
ト
・
金
山
政
紀

	

編
集
後
記   

176

●
巻
頭
エ
ッ
セ
イ
・
春
夏
秋
冬 

�

し
ゅ
ん
か
し
ゅ
う
と
う

︿
連
載
﹀

︿
イ
ラ
ス
ト
通
信
﹀�

広
浜
綾
子   

11

『
沖
縄
県
史
各
論
編
６　

沖
縄
戦
』を
読
む

ア
ジ
ア
近
現
代
史
研
究

佐
々
木
辰
夫
156

ロ
シ
ア
十
月
社
会
主
義
革
命
一
〇
〇
周
年
に
寄
せ
て

 

世
界
史
の
新
時
代
を
切
り
開
い
た
十
月
革
命
の
成
果
を
受
け
継
ぎ
、現
代
に
よ
み
が
え
ら
せ
る
た
め
に

山
下
勇
男
26

社
会
主
義

理
論
研
究

ボ
リ
シ
ェ
ビ
キ
─
─
十
月
革
命
へ
の
歩
み

 『
対
照
注
解　

世
界
革
命
年
表
』を
も
と
に
編
集

本
誌
編
集
部
46

革
命
の
芸
術
の
誕
生
（
上
）　

表
紙
に
つ
い
て　
　
　

レ
ベ
ジ
ェ
フ
と
ク
リ
コ
フ

金
山
明
子
58

画
家

「
革
命
的
マ
ル
ク
ス
主
義
の
把
握
の
た
め
に
」／「
弁
証
法
的
唯
物
論
を
学
ぶ
た
め
の
基
礎
文
献

―
邦
訳
で
手
に
入
れ
得
る
限
り
の
―
」／「
一　

独
裁
の
問
題
に
対
す
る
レ
ー
ニ
ン
的
方
法
の
特
徴
」
マ
ル
ク
ス
主
義

哲
学
者

『
帝
国
主
義
論
』と
ギ
リ
シ
ャ
共
産
党
の
立
場

 『
資
本
主
義
の
最
高
の
段
階
と
し
て
の
帝
国
主
義
』発
刊
一
〇
〇
周
年
に
寄
せ
て

ヨ
ル
ゴ
ス
・
マ
リ
ノ
ス

82

ギ
リ
シ
ャ
共
産
党

中
央
委
員
会
政
治
局
員

︿
特
集

ロ
シ
ア
十
月
社
会
主
義
革
命
一
〇
〇
周
年
﹀

︿
原
発
事
故
被
災
者
の
声 

⑰
﹀	

國
分
富
夫	

145

映
画『
チ
ャ
ル
カ
』に
託
す
想
い

写
真
家
／

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
監
督

4

島
田
　

恵

Ｊ
Ｉ
Ｂ
ｓ
の
運
命

ア
ジ
ア
サ
イ
エ
ン
ス
パ
ー
ク

協
会
名
誉
会
長

6

久
保
孝
雄

「
３・４
人
権
ツ
ア
ー
」に
参
加
し
て

む
さ
し
の
科
学
と

戦
争
研
究
会

7

五
郎
丸
聖
子

2

朝
鮮
学
校
全
国
行
脚
に
踏
み
出
し
て
！

「
高
校
無
償
化
」か
ら
の
朝
鮮
学
校

排
除
に
反
対
す
る
連
絡
会
代
表

長
谷
川
和
男

富
山
栄
子
90

国
家
の
破
壊
は
い
か
に
行
な
わ
れ
る
か

 

シ
リ
ア
、イ
ラ
ク
な
ど
に
対
す
る
米
帝
国
主
義
の
介
入
と
増
大
す
る
難
民

国
際
交
流

平
和
フ
ォ
ー
ラ
ム

ミ
シ
ェ
ル
・
チ
ョ
ス
ド
フ
ス
キ
ー

108

中
東
と
ア
ジ
ア
の
地
政
学

 

軍
事
同
盟
に
お
け
る
転
換
か
？

カ
ナ
ダ
・
オ
タ
ワ

大
学
名
誉
教
授

吉
良　

寛
114

安
倍
政
権
「
人
づ
く
り
革
命
」の
虚
妄

 

人
口
減
少
に
お
の
の
く
政
府
・
独
占
の
攻
撃
を
打
ち
く
だ
こ
う

自
治
体
労
働
者

︿
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
独
り
言
﹀
　	

追
川
恵
子 	

176

︿
労
働
者
通
信 

 

労
働
・
生
活
・
闘
争
の
現
場
か
ら
﹀

柿
山
　

朗
16

元
海
員
組
合
全
国
委
員
／

外
航
船
元
船
長

海
に
平
和
が
な
け
れ
ば
船
員
職
業
は
成
り
立
た
な
い 

─
─ 

相
次
ぐ
イ
ー
ジ
ス
艦

事
故
の
原
因
は
何
か

千
田
正
信

全
国
一
般
・
全
労
働
者
組
合

Ｆ
Ａ
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
分
会

14

日
本
人
Ｃ
Ａ
不
当
解
雇
を
許
さ
な
い 

─
─ 

生
活
権
と
労
働
権

を
取
り
戻
す
闘
い

田
中
英
吾

郵
政
非
正
規
労
働
者

19

バ
カ
ま
じ
め
！  

郵
便
非
正
規
労
働
者
の
世
界 
─
─ 

業
務
再
編
の
人
減

ら
し
で
荒
む
職
場

古

賀　

圭

パ
ー
ト
労
働
者

22

時
間
と
の
闘
い
で
働
く 

─
─ 

組
合
の
な
い

職
場
の
場
合

︿
東
日
本
大
震
災
・
壊
滅

地
区
復
興
委
員
だ
よ
り 

⑰
﹀	

金
野
正
晴	

113

︿
放
射
能
汚
染
と
向
か
い

合
う
た
め
の
基
礎
知
識 

⑬
﹀	

今
中
哲
二	

119

朝
鮮
学
校
無
償
化
除
外
裁
判
判
決

前
田　

朗
146

東
京
造
形

大
学
教
授

︿
ヘ
イ
ト
・
ス
ピ
ー
チ
と
闘
う
た
め
に 

⑧
﹀

た
き
び

作
ら
れ
た
脅
威
論

東
京
西
部

120

笑

い

茸

︿
川
柳
／
笑
歌
﹀

弔
鐘

歌
人

45

荒
川
源
吾

︿
短
歌
﹀

伊
地
知
柊
三

埼
玉
県
在
住

172

︿
発
言
台
﹀
　

174

︿
読
書
ノ
ー
ト
﹀

︿
読
者
会
か
ら
﹀

「
ビ
キ
ニ
核
被
災
ノ
ー

ト
」
編
集
委
員
会
編
『
ビ
キ
ニ
核
被
災
ノ
ー
ト
─
─
隠
さ
れ
た
６
０

年
の
真
実
を
追
う
』

166

編
集
者

松
岡
慶
一

藤
原
和
美

川
嶋
み
ど
り
／
川
原
由
佳
里

／
山
崎
裕
二
／
吉
川
龍
子
著
『
戦
争
と
看
護
婦
』

170

看
護
師

164

『
ぼ
く
た
ち
、
こ
こ
に
い
る
よ
─
─
高
江
の
森
の　

小
さ
な
い
の
ち
』

Ｈ
Ｏ
Ｗ
Ｓ

受
講
生

写
真
・
文

ア
キ
ノ
隊
員

大
舘
ま
ゆ
み

162

ソ
連
邦
政
治
史

研
究
家

『
敗
北
し
た
社
会
主
義
再
生
の
闘
い
─
─
わ
た
し
の
ロ
シ
ア
・
レ
ポ
ー
ト

１
９
９
８
～
２
０
０
６
年
　

』

浅
川　

史 

著

原
田
長
樹

︿
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
レ
ビ
ュ
ー
﹀　

●
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
代
表
団
団
長
の
李
容
浩
外
相
、国
連

総
会
第
72
回
会
議
全
員
会
議
で
演
説
／
●
朝
鮮
代
表
団
団
長
・
李
容
浩
外
相
が
77
か
国
グ
ル
ー
プ（
Ｇ
77
）閣
僚
会

議
で
演
説
／
●
国
連
の
対
朝
鮮「
制
裁
」に
反
対
す
る
宣
言
を
採
択
／
●
シ
リ
ア
で
見
つ
か
っ
た
陥
没
と
サ
リ
ン
と

の
関
連
─
─
ア
ル
カ
イ
ダ
が
仕
組
ん
だ
事
件
で
は
な
い
の
か
？
（
ロ
バ
ー
ト
・
パ
リ
ー
）

129

︿
映
画
再
見
﹀

『
血
の
海
』崔
益
奎

安
文
夏 

監
督	

岡
野
奈
保
美
25

︿
文
庫
発
掘
﹀

『
共
産
党
宣
言
』マ
ル
ク
ス
＝

エ
ン
ゲ
ル
ス 

著	

伊
藤
龍
哉
9

︿
続
・
拉
致
問
題
で
歪
む
日
本
の
民
主
主
義 

�
﹀

髙
嶋
伸
欣
122

「
平
壌
宣
言
」
の
履
行
を
「
家
族
会
」
の
強
硬
路
線
が

邪
魔
し
な
け
れ
ば
朝
鮮
半
島
問
題
は
解
決
し
て
い
た
！

琉
球
大
学

名
誉
教
授

野
田
弥
三
郎
66

マ
ル
ク
ス
主
義

哲
学
者

革
命
的
マ
ル
ク
ス
主
義
の
把
握
の
た
め
に

 『
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
革
命
と
背
教
者
カ
ウ
ツ
キ
ー
』解
説
よ
り

︿
資
料
Ⅰ
﹀  

弁
証
法
的
唯
物
論
を
学
ぶ
た
め
の
基
礎
文
献
―
―
邦
訳
で
手
に
入
れ
得
る
限
り
の
―
―

︿
資
料
Ⅱ
﹀ 

一　

独
裁
の
問
題
に
た
い
す
る
レ
ー
ニ
ン
的
方
法
の
特
徴

78 77

再　録


